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平成 30 年度第１回尾張旭市健康推進委員会 議事録〔要旨〕

【開催日時】

平成 31 年 2 月 12 日（火）

開会 午後 1時 30 分

閉会 午後 2時 30 分

【開催場所】

尾張旭市保健福祉センター2階 201 会議室

【出席委員：11名】

安井 徹郎 （瀬戸旭医師会）委員長

古峪 秀樹 （尾張旭市歯科医師会）副委員長

加藤 富士子（尾張旭市薬剤師会）

小川 浩平 （旭労災病院）

纐纈 陽次 （尾張旭市自治連合協議会）

相羽 かよ子（尾張旭市地域婦人団体連絡協議会）

吉田 与十六（尾張旭市体育協会）

稲山 映子 （尾張旭市健康づくり食生活改善協議会）

太田 眞智子（愛知県健康づくりリーダー連絡協議会瀬戸支部）

土山 典子 （瀬戸保健所）

浅野 憲治 （公募委員）

【欠席委員：3名】

松浦 哲生 （公立陶生病院）

坂本 真理子（愛知医科大学）

加藤 泉 （公募委員）

【傍聴者】

なし

【出席した事務局職員】

森健康福祉部長、臼井健康課長、加藤課長補佐、磯村課長補佐、宮下副主幹、秋山副主幹

【議題】

平成 30年度保健事業の概要報告について

【報告事項】

尾張旭市公共施設における受動喫煙防止対策ガイドライン（案）について
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【会議の概要】

１ 開会

２ 議題

３ 報告事項

４ その他

５ 閉会

１ 開会

＜欠席委員、会議公開についての報告等＞

２ 議題

平成 30年度保健事業の概要報告について

＜事務局より資料 1に基づき説明＞

主に以下の事業について実施状況を説明

・成人歯科健康診査事業、8020 運動表彰について

・禁煙外来治療費助成事業について

（Ａ委員）

禁煙外来治療費助成の説明の中で、「ブリンクマン指数」とあったがどのようなものか？

（事務局）

1日の喫煙本数（喫煙量）と喫煙年数を掛け合わせた数値のこと。指数が大きいほどがんのリ

スクが高い。

３ 報告事項

尾張旭市公共施設における受動喫煙防止対策ガイドライン（案）について

＜事務局より資料 2に基づき説明＞

平成 26年度から実施している「本市における禁煙・分煙の方針、取組」について、5 年が

経過する。また昨年 7月に一部を改正した「健康増進法」の内容や社会情勢を踏まえ、市民等

の意見を取り入れながら、今回「尾張旭市公共施設における受動喫煙防止対策ガイドライン」

の策定を進めてきた。

（委員長）

禁煙マークなど、表示方法はどうしているのか？

（事務局）

今現在も、各公共施設では禁煙施設などのステッカー表示をしている。このステッカーも活か

しながら、あわせてポスターでも周知を図りたいと考えている。

（委員長）

加熱式たばこの取り扱いはどうするのか？

（事務局）

本ガイドラインでは、日本呼吸器学会等の見解を参考に、たばこの定義には加熱式たばこも含

めるものとした。周知用ポスターにも加熱式たばこを含めた記載をしていく。



3

（Ｂ委員）

違反者に対する罰則規定のようなものはあるか？

（事務局）

このガイドラインにペナルティ的な内容はない。検討の際には、条例化や罰則規定にも話が及

んだが、まずはこれまでの「禁煙・分煙方針」の運用を踏まえ、その取り組みを前進させること、

徐々にでも「吸わない人への受動喫煙を減らす」ことを主眼とした。

（Ｃ委員）

ガイドライン策定にあたり、喫煙者の意見も聞いているか？

（事務局）

喫煙者に限定したものではないが、昨年 12 月、市広報やホームページ上で「市民意見」を広く

募集した。

（Ｃ委員）

一方で吸う人の権利もある。規制が過ぎると思うこともあるが。

（事務局）

このガイドラインはあくまでも吸う人の権利を規制するものではない。改正された「健康増進

法」に基づいて、ルールの強化、近くに吸わない人がいる場合のマナー強化等をしたもの。

禁煙でなく分煙という話、例えば喫煙ボックスの中で吸えばよいという話もあるが、「サードハ

ンドスモーク」という問題もある。喫煙者の髪の毛や衣服に付いた物質、息などが受動喫煙の原

因となるというものであるが、こうした可能性も考慮しながら策定を進めた。

吸う人吸わない人、両極の意見もあると思われるが、このガイドラインでは第１に「吸わない

人の受動喫煙（健康被害）をなくそう」といった趣旨であることをご理解いただきたい。

（委員長）

今回のガイドラインは、全国的な話、健康増進法改正といった法的な話ということで理解した

が、いかがか？

（事務局）

そのとおりである。

（Ｂ委員）

医療従事者として、このガイドラインは非常に歓迎できる話。

（委員長）

同様に思う。

４ その他

特になし

５ 閉会

健康福祉部長あいさつ

以上


